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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、韓国での歴史的市街地の景観保全施策に関して、景観保全施策による景観整備とともに発生している市
街地環境の変化に着目し、歴史的景観の保全と地域の生活環境の変容の望ましい共存のあり方について考察したもの
である。韓国ソウル市の歴史的市街地である北村地区における景観保全施策を事例に、都心居住地における歴史的景
観の保全施策の課題を分析し、施策提案が試みられている。 
 第１、２章においては、韓屋が構成する市街地景観の歴史性の検討と、歴史的景観の保全施策の変遷について調査
し、建築規制型の保全施策から、住民の意思にもとづく韓屋の修復・建て替えに対する助成・融資を基本にした韓屋
登録制へ移行した経過とその要因を分析することにより、保全施策と地域生活者との相互関係を明らかにしている。 
 第３章では、現地調査により、北村地区の建物現況を把握し、現存する韓屋の地域的特徴および保存施策により修
景されてきた韓屋の特徴を比較し、韓屋の歴史性および地域性についての問題点と検討課題を明らかにしている。 
 第４、５章では、現地調査および北村地区住民に対するヒアリング・アンケート調査により、韓屋居住の満足度、
北村地区の景観についての評価と今後の景観整備のあり方、韓屋登録制の運用において位置づけられた「開放型韓屋」
が居住地に混在することの課題をめぐる生活環境に関する認識について調査を行い、地区景観の歴史性について共通
認識をつくっていくこと、韓屋保全と居住環境の持続が共存できるような計画的保全整備、が必要であることを示し
ている。 
 第６章では経済的観点から、また、第７章は地域整備の観点から、既存の保全施策について検討し、北村地区にお
ける計画課題を考察している。 
 北村地区の事例検討から、大都市都心における居住市街地では、社会的・経済的影響を受けながら適切な施策の選
択が求められるなかで、生活環境の改善とあわせた景観保全を検討する必要があることを実証的調査により示してい
る。また、これに対応するために、短期的には、韓屋保全と生活環境の持続のための計画的対応が保全策に求められ
るが、長期的には、歴史性のとらえ方、保全の効果と居住の持続、地域の将来像など、多様な課題についての調整が
必要であることを明らかにしている。 
 以上のように本論文は、歴史的市街地の景観保全にともなう市街地環境の変化に着目し、保全と地域環境整備を調
整する施策の必要を実証的に明らかにしており、今後の景観保全計画の策定および運用管理における基礎的知見を提
示しており、地域計画分野への寄与が大きいと判断される。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
